
岩手県立大学では、次のとおり「出張講義」を行いますのでお知らせします。 

趣   旨  本学の教員が⾼校に出向き模擬授業を⾏います。この取組は、⾼校⽣が⼤学での学びに触れ    
               ⼤学で学ぶことの⾯⽩さや、学問領域の深さや広さを感じ取り、進路選択について考える機会を 
                提供することを目的としています。 
 
申込方法  申込フォームにより期限までにお申込みいただき、締切後に⼀括して対応の可否を連絡します。 
 
 
  
    
注意事項  下記①〜⑦について、あらかじめご了承のうえお申込みください。 
        ①本事業の目的は、⾼校⽣に対して⼤学の模擬授業をすることで進学意識の醸成に寄与する 
         ことです。各種講演会等の講師派遣とは性格が異なります。講演講師を希望される場合は本 
         学ホームページより「研究・地域連携本部について」のページをご確認ください。 
          （地域連携事業 https://www.iwate-pu.ac.jp/contribution/renkeihonbu.html） 
        ②講義は、本学ホームページに掲載する出張講義メニューの中からお選びください。 
        ③講義の時間は約１〜２時間です。 
          なお、⽣徒⼊替で２コマ⾏う場合は、１コマあたり50〜60分程度でお申し込みください。 
        ④業者を通じての申込みは受付できません。担当される⾼校教員の方が直接お申込みください。 
        ⑤謝⾦は不要ですが、旅費のご負担をお願いします。 
         ※旅程や交通機関等については、事前にご連絡いたします。 
        ⑥講義に必要な機材等は実施会場（⾼校）にてご準備をお願いします。 
         ⑦本学の授業や⾏事等の都合により、ご希望に沿えない場合があります。 
 
実施期間  令和６年6⽉〜１０⽉ ※土日祝日及び水曜日を除く。 
 
受付期間  令和６年度中の実施については下記の期限までにまとめて受付いたします。 

         期限︓６、７月実施 ⇒ ４/30（火） 

        ８～10月実施 ⇒ ６/28（金）までにお申込みください。 

                     

問合せ先  岩⼿県⽴⼤学事務局 教育支援室 ⼊試グループ（⾼⼤連携担当） 

         メール demae@ml.iwate-pu.ac.jp    

         電話 019-694-2034 / FAX 019-694-2035 

申し込みフォームへは、QRおよび下記URLよりアクセスが可能です。 

（申し込みフォーム︓https://forms.gle/NYSCmaznRuWXPoLz7） 



令和６年度 岩手県立大学 出張講義メニュー一覧 

 
令和６年４月 11 日時点 

 

学 部 講 義 名 概 要 講 師 

学部共通 
（基盤教育） 

大学で学ぶ 

大学で学ぶことの意義はなにか、社会でどう役立つのか、高

校までの勉強とはどう違うのかなどを、学部系統の違いも意

識しながら解説します。 

高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
教
員 

大学で必要な日本語 

リテラシー入門 

大学入試でも課されることの多い小論文を題材にして、大

学で学ぶ前提となる日本語リテラシーとはどのようなもの

か、どうすれば身につけられるのかを解説します。 

数理・ 

データサイエンス・ 

ＡＩの世界 

「数理・データサイエンス・ＡＩ」は、これからのデジタル

社会の基礎知識です。皆さんがどんな仕事に就くにせよ、どん

な人生を歩むにせよ、その知識は必ず必要になります。この講

義では、仕事や暮らしの中の数理・データサイエンス・AI に

ついて学びます。また、デジタル社会の学びについて検討し、

皆さんが大学で何をどう学ぶべきなのか、考えていきます。 

大学を卒業してからの

進路の話 

大学で学んでから社会に出るということはどんな進路にな

るのか、高校を卒業してからの就職とはどう違うのかを本学

の学部系統による違いも例示しながら解説します。 

学校と教育を科学する 

高校生の皆さんの主な生活の場である「学校」とは、いった

いどのような場なのでしょうか？また、「教育」とはどのよう

な営みで、人間の成長・発達、そして社会や文化にとってどの

ような意義や働きを持つものなのでしょうか？将来、教員や

保育教諭、保育士など、児童生徒・幼児に関わる専門職を目指

す方を対象に、このような問題を一緒に考えていきたいと思

います。 

看護学部 
 
※ 教員の都合によ

り、お受けできない

場合があります。ご

了承ください。 

看護学部の紹介 
学部の教育方針や大学生活、学部の特徴や実習、大学に入っ

ての学習などについて紹介します。 

学
部
教
員 

看護学入門 
看護学の専門性とは何か。現代社会における看護の役割や

実践活動の具体的内容について、わかりやすく説明します。ま

た、看護学部ではどういう学習をしていくのかも解説します。 

健康や命の話 

人間にとって健康であるとはどういうことなのか、そして

その健康をサポートするための看護の役割やその実際につい

て講義をします。人間の命の誕生やエンドオブライフ、各ライ

フステージにおける健康問題やその支援、健康管理の重要性

などについて、担当する教員の専門性を生かしてお話します。 

大学で看護学を学ぶ魅

力や楽しさについて 

専門学校でも看護について学ぶことはできますが、大学で

看護学を学ぶとはどういうことか、看護学を一つの学問とし

て、大学で学ぶ魅力や楽しさ、そしてそこから引き出されるた

くさんの可能性について、現在の看護学部の取り組みやこれ

までの実績をふまえお話をします。 



学 部 講 義 名 概 要 講 師 

社会福祉学部 

福祉を学ぶってどうい

うこと？ 

「福祉」は、私たちの生活と密接に関連しており、「特別な

人」だけを対象としたものではありません。社会福祉学部で

は、私たちが抱える生活上の問題を改善するための、様々な理

論や方法を学びます。社会福祉の分野を概観しながら、「福祉

を学ぶ意味」について各分野の専門家である教員が解説しま

す。 

学
部
教
員 

データを通して社会福

祉を見てみよう 

「社会」を捉え、「社会福祉」の必要性を提示する際、私た

ち専門家は統計資料や調査報告のデータを用います。マスメ

ディアや SNS といった「誰が発信しているかわからない」デ

ータではなく、責任あるデータを用い、根拠に基づいた社会福

祉のありようについて、理解を提供します。 

福祉×心理で何が生ま

れる？ 

「心理学」のイメージは多様で、福祉と心理にどのような関

係があるのか想像できないかもしれません。しかし、福祉の現

場では心理的な課題を理解し、そのうえで何ができるのかを

考え、支援することが求められています。心理学のさまざまな

理論や実践と福祉との関係について紹介し、社会福祉学部で

心理学を学ぶことへの理解を深めます。 

プロフェッショナルと

しての福祉のしごと 

「福祉のしごと」の対象は、家族、集団、地域、社会など、

多様です。「福祉のしごと」の専門職として、本学部では社会

福祉士・精神保健福祉士のようなソーシャルワーカー、保育

士、公認心理師の資格取得のための養成を行っています。プロ

フェッショナルとしての福祉のしごとの内容や生活上の課題

解決における多職種連携の様子、卒業生の進路について、紹介

します。 

あなたの生活の中に福

祉を見つけよう 

普段の生活の中で「福祉」のついて考える場面は少ないかも

しれません。しかし実は、「福祉」やその必要性については皆

さんの身近な生活の中にたくさん見出すことが出来ます。身

近にある福祉を見つけることで、福祉は他人事ではなく、皆さ

ん一人ひとりの生活につながっていることへの理解を深めま

す。 

学部紹介 
社会福祉学部の特徴やカリキュラムの概要、取得可能な国

家資格、卒業後の進路、入試制度について紹介します。 



学 部 講 義 名 概 要 講 師 

ソフトウェア 

情報学部 
 

※ 教員の都合によ

り、お受けできない

場合があります。ご

了承ください。 

学部紹介 
岩手県立大学ソフトウェア情報学部入学から卒業までの学

生生活、カリキュラムの概要、入試の仕組み、教育制度、本学

で取り組んでいる研究事例を紹介します。 

学
部
教
員 

データ・数理科学 

日常生活や産業活動の様々な場面で発生したデータは、情

報システムを通じて蓄積されビッグデータと呼ばれ暮らしの

向上に貢献しています。また、情報の安全な利用に必要な高度

なセキュリティを保つためには、膨大な組合せを考慮する必

要があります。このような大量のデータの解析や暗号の組合

せには数学をベースとした理論群が用いられ、現代社会では

なくてはならない存在です。本メニューでは、数学や統計学を

中核とし、これらの応用を通じて生活や産業の発展を支える

技術について説明します。講義は担当教員の専門に沿った内

容となります。 

コンピュータ工学 

コンピュータやネットワーク技術の発展とスマートフォ

ン、タブレット等の携帯端末や各種センサーの普及により、あ

らゆるデータが IoT 技術によりクラウドサーバに集められ、

処理された結果がドローンやロボット等により現実社会にフ

ィードバックされるようになってきています。本メニューで

は、これらの仕組みを理解し、組込み機器、サーバ、ネットワ

ーク等の上で効率良く安全に処理するための技術について説

明します。講義は担当教員の専門に沿った内容となります。 

人工知能 

自動車の自動運転システムや、監視カメラ映像を用いた防

犯システムには、物体を検出・認識するための画像処理技術

や、画像の内容を解析・判断するための人工知能や機械学習の

技術が使用されています。本メニューでは、これらの技術がど

のような仕組みで動作しているかについて原理的なところか

らそれらの応用について説明します。講義は担当教員の専門

に沿った内容となります。 

社会システムデザイン 

現実空間とサイバー空間の相互連関によるデータ駆動型社

会を目指す超スマート社会を実現するため、IoT・ビッグデー

タ解析・AI 等、様々な技術を活用した新たな製品・サービス

を生み出すことが期待されています。本メニューでは、社会課

題を解決するために ICT をどのように活用するのか，人間中

心アプローチやデザイン思考などの課題解決方法やアプリ制

作技術のみならず、クラウドや機械学習等の幅広い領域につ

いて説明します。講義は担当教員の専門に沿った内容となり

ます。 



学 部 講 義 名 概 要 講 師 

総合政策学部 
 

※ 教員の都合によ

り、お受けできない

場合があります。ご

了承ください。 

総合政策学入門 

社会にはさまざまな問題があります。これらを解決してい

くためには、いくつもの学問を組み合わせて取り組んでいく

必要があります。総合政策学部では、社会問題を解決していく

ための場を提供しています。総合政策学部のカリキュラムや

入試、本学部で取り組んでいる研究事例をわかりやすく紹介

します。 

学
部
教
員 

法律・行政と総合政策 

社会における問題を発見し、それを解決するために、政治・

行政・法律などの視点・手法がどのように生かされるか、次の

キーワードなどを中心にわかりやすく説明します。 

「政策形成・評価」、「市民参加」、「法の世界」、「組織

とガバナンス」、「国際的視野」など。 

経済・経営の 

視点による問題の解決 

わたしたちの暮らしの中の問題を解決しようとするとき、

経済・経営の視点は欠かすことができません。例えば、私たち

が住む地域の経済を支える担い手の一つである企業が、そこ

で働く人々と共に、いきいきと活躍するためには何が必要で

しょうか。現代における企業の役割とそこに現れている企業

経営の考え方を知ることがヒントになります。さらに、わたし

たちがこれからも安心して暮らすために、どのような工夫が

必要でしょうか。これには、日本経済の全体とその中での財

政、金融の二つの役割を知ることが大事です。これらのことを

「経営学入門」、「地域企業と経営」、「企業と社会」、「経

済学入門」、「地域および国の経済・財政」をキーワードとし

て学んでいきましょう。 

地域社会・環境と総合

政策 

総合政策学部では、地域社会（住民組織・地域文化・地域計

画・地域産業・防災）および、その基盤となる自然環境（地形・

大気・気候変動・水・動物・昆虫・植物など）について調査・

研究を行っています。 

この地域社会や自然環境には、さまざまな課題があります。

これらの課題解決に向けた総合政策的な捉え方や考え方など

をお話しします。 



学 部 講 義 名 概 要 講 師 

盛岡短期大学部 

 
生活科学科 

(生活デザイン専攻) 

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
話 

住まい 

建築は、地域の歴史や風土、あるいは建て方や材料などの違

いにより、様々な建物を創り出します。その中でも住宅は、「人

間の生活」をつくるものです。本講義では、住宅デザインと暮

らし方の変遷や、快適で省エネルギーな住宅の設計手法など

について、わかりやすく講義します。 

学
部
教
員 

ファッション 

ファッションは、多様化し複雑になっていく社会を反映し

ています。本講義では現代ファッションを理解するため、ファ

ッションの変遷や服飾デザインの機能的・造形的側面につい

てわかりやすく講義します。 

色彩 

色は私たちの生活に彩りを与え、心を豊かにしてくれます。

また、様々なデザインを考える上で視覚的に重要な役割をも

っています。本講義では私たちの生活における色の見え方や

配色デザイン、ファッションやインテリアについて、わかりや

すく講義します。 

盛岡短期大学部 
 

生活科学科 
(食物栄養学専攻) 

食の話 

高齢社会を迎えた現在、子どもの頃からより良い食生活を

目指すことが健康維持には重要です。そのため、身体状況に適

した食べ物の取り方、栄養素の働き、食品の成分や安全性の知

識および生活に潤いを与える調理や食文化などを知る必要が

あります。これらの専門分野の教員がわかりやすく講義しま

す。 

盛岡短期大学部 

 
国際文化学科 

日本文化理解入門 

人・もの・技術や情報が国境を越えて行き交うグローバル化

時代を迎えている現在、異文化理解のみならず、自文化理解も

求められています。その基盤となる日本あるいは岩手の歴史、

宗教、思想、言語、文化、社会等について、比較文化的視点を

交えて講義します。 

学
部
教
員 

異
文
化
理
解
入
門 

アジア 

文化 グローバル化が急速に進む今、日本と欧米との関係だけで

はなく、アジアとの関係も重要になっています。世界の現状を

知り、理解を深めるために、日本との関わりを踏まえてアジ

ア、ヨーロッパやアメリカの歴史、宗教、思想や民俗について

わかりやすく講義します。 
西洋 

文化 

コミュニケーション 

入門 

国際化社会が進展する中で、ビジネスの世界のみならず、地

域に暮らす外国人と接する機会が増えています。外国人との

円滑なコミュニケーションを図る上で必要なことがらについ

て、わかりやすく講義します。 

 


